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子供の行動するエリアとロフトの開口部のあるエリ
アは、厳密に区画されている。
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夏の自然風

２階平面図   1/150

鏡

床開口部

床開口部

冬の昼間のロフトの様子。断熱性能を高めた高窓から光が入って来る。
印象を弱めるために鏡を貼った構造壁と、全艶の天井は、自然光を増幅し、拡散する。

鏡
高窓

高窓

全艶の天井

鏡

耐圧スラブ

骨組

筋交
　必要壁量の２倍以上

構造用合板
　柱、梁、間柱、筋交の
　上に、建築基準法に則
　った釘で打ち付け

ロフト床
　梁、小梁に、24mmのラ
　ンバーコアを釘打ちし
　て、一体化し、水平
　性をしっかりと確保

耐震のための構造的措置の模式図

長岡の住宅   -   雪国の風土が導いたサステナブルな家

吸込口

還気
ダクト

ガラス間仕切に
設けた通風用の
隙間模型 - ロフト（２階）

模型 - １階
空調空気

空調機
床下設置
吹出口

還気
ダクト

夏の自然風庭

内路地

構造壁：鏡貼り
　光を増幅、拡散

模型 - ロフト（２階）
光

光

光

開口部

高窓：ペアガラス
＋空気層３層

高窓：ペアガラス
＋空気層３層

高窓
冬の自然光

省エネに配慮した空調システム＋夏の自然風

省エネに配慮した空調システム

いろいろと現れる事情を吸収する「未定
義」な、可能性を内包した空間である。

サステナブルな空調システム
住宅の室内全体を一つの大きな空調空間
として扱った。１階床下に設置したエア
コンからの空調空気が、チャンバーの床
下経由で広がり、各室の床吹出口から吹
き出す。空気は室内からロフトに抜け、
ロフトの吸込口から、ダクトで床下エア
コンに戻る。循環することで、室内の各
所の温度差がなくなると同時に、省エネ
モードを維持できるようになる。

空調システムの選定
冷暖房、給湯、屋根融雪のシステム選定
にあたり、色々なシステムの20年間のラ
ンニング、点検、交換コストを算出。数
十通りから、性能を満足し20年間の総額
がもっとも安い組み合わせを選定した。

環境装置としての内路地
大きな庇の付いた内路地は、積雪期、防
雪ネットを張り、雪国には稀な半屋外作
業のできるスペースとなる。夏は風の通
り道になり、環境装置として機能する。

耐震のための構造的措置、県産材の利用
中越地震の被災地域であり、改築前の住
宅部分も被害を受けた。新築部の筋交は
必要壁量の２倍以上を確保。さらに、全
壁面で、柱、梁、間柱、筋交に、建築基
準法に基づく規定の釘で、構造用合板を
直打ちし、耐力はさらにアップした。ま
た、構造材には、新潟県産材を利用して
いる。

Q値：熱損失係数   1.14W/m2・K
μ値：夏季日射取得係数   0.0688

杭

断面図ー南北方向   1/80   冬の自然光の取り入れに関する断面

冷暖房、給湯、屋根融雪のシステム選定

断面図ー東西方向   1/80   空調の循環に関する断面

１階祖父母のＬＤＫを見る。

内路地 内路地

住まい方 - 家族の気配

家族の物がいろいろと置かれ、気配がつくられる。
ロフトは、子供などが入り込まないように居住スペースから、
厳密に区画されている。

ロフト高窓 - 光

１階 - 
生活

ロフト開口部 - 光

ロフト物 - 過去の記憶

天井 - 光の拡散
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ロフト

既存店舗＋工場

高窓開口部
アルミサッシュペアガラス
空気層
塩ビ波板ｔ=8mm重ね貼り、上下　 押縁止め
空気層
ツインポリカーボネート板ｔ=6mm

　 アルミH型ジョイナー止め

路地床
樹脂製デッキ材　幅145×ｔ20
根太　　既製品アルミ根太材
根太受　コンクリート基礎
底面　　地面転圧の上、砂利敷き　ｔ60

祖父母の部屋Ａ

軒裏
ガルバリウム鋼板ｔ=0.4mm　平葺き
透湿シート
ケイカル板ｔ=12mm
たる木　 45×120＠455

防雪ネット
既製品着脱式防雪ネット

　 防雪ネット用受け金物　
　 溶融亜鉛メッキパイプφ30　
　 たる木に受け金物で緊結

天井
PBｔ=12.5mm
　ジョイント工法　VP全艶
ポリエチレンシート
野縁45×45＠450

屋根
ガルバリウム鋼板ｔ=0.4mm　 瓦棒葺き　
ガス給湯温水式融雪ユニットパネル
ゴムアスシート
野地板　構造用合板t=12mm
小屋梁＋母屋
住宅用グラスウール24Kｔ=100mm＋100mm

床
ラーチ合板　 実付き貼りt=12mm　
　透き、節、木パテ処理の上、
   サンドペーパー掛け、OSPU
ランバーコアｔ=24mm　梁に釘止め ロフト

祖父母の部屋B客間

床
耐水ラワン合板　突付け貼りt=12mm　
　パテ処理＋サンドペーパー掛け、OSPU
コンパネｔ=12mm ＋ 根太　45×60　＠300
大引　90×90 ＋ 鋼製調整束

内路地

外壁
ガルバリウム鋼板ｔ=0.4mm　 平葺き
縦胴縁　18×40　
アスファルトフェルト　20kg
シージング硬質石膏ボード　ｔ=12.5mm
スタイロフォーム３種　ｔ=50mm

基礎回り
モルタル塗りｔ=25mm　VP
防蟻用断熱材ｔ=30mm
コンクリート基礎　普通合板

積雪
壁
PBｔ=9.5 mm　ジョイント工法
　聚楽塗り
構造用合板ｔ=９mm
　柱、間柱、筋交に釘N50＠150
   で打付

基礎
発泡ウレタンｔ=50mm
耐圧スラブｔ=150mm
ポリエチレンシート
捨てコンクリートｔ=30mm ＋ 敷砂利ｔ=100mm

すだれ掛け
アルミアングル30×30

天井
PBｔ=12.5mm
　 ジョイント工法　 AEP
野縁45×45＠450

路地外壁
ガルバリウム鋼板ｔ=0.4mm　 角波鋼板
横胴縁　18×40　
アスファルトフェルト　20kg
シージング硬質石膏ボード　ｔ=12.5mm
スタイロフォーム３種　ｔ=50mm

外壁
ガルバリウム鋼板ｔ=0.4mm　 平葺き
縦胴縁　18×40　
アスファルトフェルト　20kg
シージング硬質石膏ボード　ｔ=12.5mm
スタイロフォーム３種　ｔ=50mm

最高軒高＝GL+5460

基礎回り
モルタル塗りｔ=25mm　VP
防蟻用断熱材ｔ=30mm
コンクリート基礎　普通合板

天井
PBｔ=12.5mm
　ジョイント工法　VP全艶
ポリエチレンシート
野縁45×45＠450

祖父母のＬＤＫ祖父母の部屋B

子供室B

洗面所Ａ

屋根
ガルバリウム鋼板ｔ=0.4mm　 瓦棒葺き　
ガス給湯温水式融雪ユニットパネル
ゴムアスシート
野地板　構造用合板t=12mm
小屋梁＋母屋
住宅用グラスウール24Kｔ=100mm＋100mm

壁
PBｔ=12.5mm　ジョイント工法　AEP
構造用合板ｔ=9mm
　柱、間柱、筋交に釘N50＠150
   で打付

廊下

床
ラーチ合板　 実付き貼りt=12mm　
　透き、節、木パテ処理の上、
   サンドペーパー掛け、OSPU
ランバーコアｔ=24mm　梁に釘止め

洋服
箪笥

収納 貯蔵庫

基礎
発泡ウレタンｔ=50mm
　 すべての基礎立上り部分も被覆
耐圧スラブｔ=150mm + ポリエチレンシート
捨てコンクリートｔ=30mm + 敷砂利ｔ=100mm

最高高さ＝GL+6306

耐力壁
鏡ｔ=5mm　 防湿タイプ
構造用合板ｔ=9mm下地
　柱、間柱、筋交に釘N50＠150で
   打付

若夫婦の食堂

床
耐水ラワン合板　突付け貼りt=12mm　
　パテ処理＋サンドペーパー掛け、OSPU
コンパネｔ=12mm + 根太　45×60　＠300
大引　90×90 + 鋼製調整束

収納
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防雪ネット（冬季のみ）

高窓：ペアガラス
＋空気層３層

屋根：融雪装置で積雪荷重低減 路地を雪から守る大庇構造壁：鏡貼り
　光を増幅、拡散

ロフト床開口部
　１階に光を落とす

光

高窓：ペアガラス
＋空気層３層

天井：全艶塗装
　光を増幅、拡散

２階用
電気式空調機（床下設置）

新鮮
空気

床下エアチャンバー：
基礎は内外とも断熱材貼り

外壁：外断熱

屋根：200ｍｍの断熱材

立面図   1/200

北西側

南側

雪の高さより高い２階をロフトとして、そこに大
きな高窓を設け、ロフトに満ちた光が、床の開口
部経由で、１階に落ちる。雪の下となる冬でも、
１階が自然光で生活できるようにした。
大きな高窓は、ペアガラス＋空気層３層により、
光を透過しながら、熱貫流率を小さくし、熱損失
を防いでいる。
鏡貼りの構造壁と全艶の天井が光を増幅、拡散。

冬の自然光

冬の自然光

冬の昼間の１階。客間である和室にロフトから自然光が落ちる。

冬の自然光

客間である和室をロフトから見る。
冬の昼間の１階。
ロフトから自然光が落ちる。

冬の自然光
豪雪地である新潟県長岡市の中心街に立
つ６人家族の２世帯住宅。四周を建物に
囲まれた敷地には、家業である既存のク
リーニング工場がある。中越地震で被害
を受けなかったが、建築基準法により、
構造的遡及が適用されるため、新築住宅
とは接続していない。住宅と工場の間は
大きな庇の付いた内路地で結んだ。

祖父母に配慮し、メインの居住空間は１
階に設け、その上が、大きな高窓を持つ
ロフトとなっている。

冬の自然光
冬季、１階の窓は雪囲い板で覆われ、豪
雪の年は、２階床近くまで雪が積もる。
そのため、当地の通常の家では、冬季、
１階は、自然光から閉ざされた空間とな
る。この住宅では、雪の上の高さとなる
ロフトの窓から入った自然光が、ロフト
の床（１階天井）の開口部経由で、１階
に落ちる。それにより、豪雪期でも、日
中、１階は自然光のみで生活に十分な照
度が確保できるようになった。冬の自然
光の取得という、豪雪地の風土に対する
環境的回答から、住宅の形が導かれた。

家族の新しい距離感
ロフトを核とした住宅の形は、環境建築
で完結することなく、家のあり方、暮ら
し方を喚起している。夜、ロフトの床の
開口部から、各室の灯りがロフト天井に
映る。家族の気配を家全体にぼんやりと
伝え、個室型とも一室型とも違う、かす
かなコミュニケーションによる、新しい
家族の距離感をつくる。そして、ロフト
は、家族の過去の気配であるものを置く
場であり、将来、一時的に、小さな部屋
が必要になった場合は、設えられる荷重
設計をした。家族の変化、成長に伴い、

住まい方 - 家族の気配

作品名

設計者
施工者

建物概要
所在地
構造
階数
延べ面積
竣工年月

長岡の住宅

石井大五＋フューチャースケープ建築設計事務所
池田組

専用住宅
新潟県長岡市
木造
２階
216.53 m2
2011年７月

屋根又は天井の断熱仕様
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4＋ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ＋耐水ﾗﾜﾝ
合板t=12＋ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24Kt=100＋空気層
＋ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24Kt=100＋空気層＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
ｼｰﾄ＋ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞt=12.5、厚さ：ｸﾞﾗｽｳｰ
ﾙ24K100＋100mm
Ｕ値：0.18Ｗ／(㎡ Ｋ)

基礎又は土間の断熱仕様
耐水ﾗﾜﾝ合板t=12+12＋非密閉中空層＋
吹付硬質ｳﾚﾀﾝt=35＋ｺﾝｸﾘｰﾄt=150＋ﾎﾟﾘ
ｴﾁﾚﾝｼｰﾄ＋捨てｺﾝt=30＋砂利t=100、厚
さ：吹付硬質ｳﾚﾀﾝ35mm
Ｕ値：0.33Ｗ／(㎡ Ｋ)］

外壁の断熱仕様
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4＋縦胴縁＋ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙ
ﾄ＋硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5＋ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ３種
t=50＋空気層＋構造用合板t=9＋ﾌﾟﾗｽﾀｰ
ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5、厚さ：ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ３種t=50
　 mm
Ｕ値：0.42Ｗ／(㎡ Ｋ)

床の断熱仕様
床下を空調のエアチャンバーとして利用
しているため、基礎・土間の断熱仕様に
統合

高窓の開口部ガラスの仕様
ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ＋中空層＋塩ビ波板＋中空層＋ﾂ
ｲﾝﾎﾟﾘｶt=8、厚さ：3＋A6＋3＋A120＋
0.8＋A220＋0.7＋A6＋0.7mm
Ｕ値：1.09Ｗ／(㎡ Ｋ)

ロフトから１階祖父母のＬＤＫを
見下ろす。

住まい方 - 家族の気配

雪（豪雪期の初め） 雪（豪雪期の初め）

内路地既存店舗
＋工場

新築住宅
部分

冬の初めの雪がまだ少ない状態。竣工日のため、雪囲い板
は入っていない。雪は、最大で、高窓の下まで積もる。

内路地の
防雪ネット

防雪
ネット

内路地

内路地に防雪ネットを張った状態。
冬の内路地の様子。工場と庇の間に
も防雪ネットを張る。

防雪
ネット

既存の工場と住宅を、大きな庇の内路地が結ぶ。
冬は、雪の吹き込みを防ぐ防雪ネットを張る。
半屋外的作業スペースは、冬には、貴重である。

住まい方 - 家族の気配

暗くなると、ロフトの開口部から各
室の灯りが、洩れて来る。
全艶の塗装で仕上げた空のような天
井に、灯りがぼんやりと映り、家族
の気配が、間接的にロフトで混ざり
合う。
隔絶されてはいないが、直接つなが
る訳でもないコミュニケーションの
距離感が、個室型住宅とも１室型住
宅とも違う家族の新しいつながり方
をデザインする。
ロフトは、子供などが入り込まない
ように居住スペースから、厳密に区
画されている。


